
 

ほけんだより ８月号 

子どもは、外気温の影響を受けやすく、暑い夏には体の中の温度が早く上昇します。そのため、     

大人よりも早く熱中症にかかりやすいのです。暑さ対策をしっかりして、夏を乗り切りましょう。 

 小さな子どもは、大人よりも暑さの影響を強く 

受けます。というのは、強い日差しの照り返しで、

地面に近づくほど気温が高くなるためです。 

 気象予報などで発表される気温は、地上から  

150㎝の高さで測っていますが、気温 32.3度の   

とき、 50㎝の高さでは35度超、 5㎝の高さでは   

36度超。ベビーカーに乗っている子どもはかなりの

暑さにさらされているのです。 
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 夏は気温や湿度が高くなりますし、レジャー

でバーベキューなど、普段とちがう環境で調理

したり食べたりする機会が増えます。そのた

め、夏は食中毒が増えます。ご家庭でも、3つの

ポイントを守って食中毒を防ぎましょう。 



 

 体温の調節機能が十分発達していないにもかかわ

らず、代謝が活発な乳児・幼児は、脱水を起こしや

すいので、特に注意が必要です。 


